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今 回 の 表 紙

中富良野町商工会青年部の皆さんです。 

　商工会は商工業者の経営支援や地域の活性化を図るための様々な活動を行っていま

す。

　商工会青年部は商工会の組織のひとつで、 昭和４３年商工会の事業を積極的に推進

し、 商工業の総合的な改善発展を図り、 地域の振興 ・ 発展、 社会一般の福祉の増進、

新しいまちづくりに取り組むことを目的に設立されました。

　現在、 青年経営者 ・ 後継者など 15 名の部員で構成され、 商工業の発展と魅力ある

地域づくりを目指して活動をしています。

　基本方針の一つである地域振興活動では、 今年で 21 回目となる 「夏のゆきまつり」

を JA ふらの青年部中富良野支部と中富良野町青年団協議会の皆さまの協力を得て開

催している他、 ラベンダーまつりでの出店や、 ウインターフェスティバルへの協力、 商

工会主催の感謝祭ビアガーデンへの協力を行い、 地域貢献の一助となるよう活動してい

ます。

　また、 部員の資質向上を目指し、 北海道商工会連合会が主催する研修会への参加

や経営に関する専門的な講師を招いて研修会を行ったり、 社会福祉事業として交通遺

児募金活動など様々な活動を行っています。

中富良野町商工会青年部とは

［聞き手］ 安藤啓太 議員

　令和６年６月定例会から YouTube　令和６年６月定例会から YouTube
配信を始めています。配信を始めています。
　配信は町ホームページまたは下の　配信は町ホームページまたは下の
二次元コードからご覧ください。二次元コードからご覧ください。

YouTube配信しています配信しています

　定例会は ３ ・ ６ ・ ９ ・ 12 月の年４回、　定例会は ３ ・ ６ ・ ９ ・ 12 月の年４回、
臨時会は必要に応じて開会します。臨時会は必要に応じて開会します。
　団体で傍聴される場合は、 事前に　団体で傍聴される場合は、 事前に
議会事務局 （☎ 44-3985） へご連絡議会事務局 （☎ 44-3985） へご連絡
ください。ください。

議会をもっと身近に議会をもっと身近に

議会を傍聴して議会を傍聴してみませんかみませんか
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第 ６ 回  定 例 会第 ６ 回  定 例 会

町政に関する一般質問町政に関する一般質問

　佐藤 和三 議員　　４ページ
〇�加齢性難聴者に対する町独自の補

助制度について
〇わが町の不登校問題について

　安藤 啓太 議員　　５ページ
〇農業収入に関することについて
〇町外通院に関する件について

　村山 友希 議員　　６ページ
〇�観光と街中の賑わいを取り戻す振興

策について

　岡本 伸一 議員　　６ページ
〇�地震に強いまちづくり推進計画につ

いて

　寺岡 祐子 議員　　７ページ
〇�町外と連携した予約型乗合タクシー

の拡充と対象拡大について

　市山 　翔 議員　　７ページ
〇�北星山旧キャンプ場の再建について

　　令和７年第６回定例会は、６月２３日から２５日までの３日間開催されました。令和７年第６回定例会は、６月２３日から２５日までの３日間開催されました。

　町長から提出された補正予算案７件・条例案等４件、報告２件、議員提案の意　町長から提出された補正予算案７件・条例案等４件、報告２件、議員提案の意

見書案１件が上程され、すべての議案を原案のとおり可決とし、閉会しました。見書案１件が上程され、すべての議案を原案のとおり可決とし、閉会しました。

　最終日は６人の議員が町政について一般質問を行い、町長・教育長に答弁を求　最終日は６人の議員が町政について一般質問を行い、町長・教育長に答弁を求

めました。めました。

■５月　９日　第４回町議会臨時会（初議会）
　　　２９日　全員協議会
　　　　　　　第５回町議会臨時会
　　　　　　　総務社会常任委員会

■６月　５日　産業建設文教常任委員会
　　　１２日　全員協議会
　　　１３日　議会運営委員会　　
　　　２３日　全員協議会

　　　　　　　　第６回町議会定例会①
　　　　　　　　議会広報発行特別委員会
　　　　２５日　第６回町議会定例会②
　　　　　　　　議会運営委員会
　　　　　　　　全員協議会

　■７月　８日　北海道町村議会議員研修会
　　　　１５日　第７回町議会臨時会
　　　　　　　　全員協議会
　　　　　　　　総務社会常任委員会  　

議 会 の う ご き ( 令和７年５月～令和７年７月 )



〇
佐
籘
議
員

　
多
く
の
自
治
体
で
は
、
加
齢

性
難
聴
者
の
高
齢
者
に
対
す
る

補
聴
器
購
入
費
用
へ
の
自
治
体

独
自
の
補
助
を
実
施
し
て
い

る
。

　
２
０
２
５
年
２
月
現
在
で
上

川
管
内
で
は
、
東
川
町
、
幌
加

内
町
、
東
神
楽
町
、
美
瑛
町
、

上
川
町
、
当
麻
町
、
旭
川
市

に
広
が
っ
て
い
る
。
今
は
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
や
、
定
年

延
長
、
再
雇
用
で
働
く
こ
と
が

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
耳
が

聞
こ
え
な
い
こ
と
が
、
社
会
参

加
や
働
く
上
で
の
障
害
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
軽
・
中
程
度
の
難

聴
者
に
対
す
る
中
富
良
野
町
と

し
て
の
独
自
の
補
聴
器
購
入
補

助
制
度
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

●
小
松
田
町
長

　
軽
・
中
程
度
の
難
聴
者
へ
の

補
聴
器
購
入
補
助
制
度
に
つ
い

て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
で

実
施
し
て
い
る
補
助
制
度
に
基

づ
き
補
助
を
行
って
い
き
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
旭
川
市
等

で
行
って
い
る
介
護
保
険
制
度

を
利
用
し
た
支
援
等
を
含
め

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

〇
佐
籘
議
員

　
現
在
、
わ
が
町
の
不
登
校
の

数
は
、
他
の
地
域
と
比
べ
る
と

少
な
い
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
小
学
校
の
統
合

と
そ
れ
に
続
く
、
９
年
制
の
義

務
教
育
学
校
へ
の
移
行
に
よ
る

教
育
環
境
の
急
激
な
変
化
に

よ
り
、
不
登
校
が
増
加
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
心
配
し
て
い

る
。

①
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
、
ま

　
た
初
期
段
階
の
こ
ど
も
や
家

　
族
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対

　
応
と
対
策
を
す
る
の
か
。

②
「校
内
親
の
会
」
を
開
く
の

　
は
ど
う
か
。

③
競
争
と
管
理
の
教
育
を
見

　
直
し
、
学
校
に
こ
ど
も
達
を

　
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
こ

　
ど
も
達
に
合
った
学
校
を
作

　
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

●
松
浦
教
育
長

①
町
の
学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

　
ー
が
小
・
中
学
校
の
担
任

　
教
諭
及
び
特
別
支
援
教
育

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携

　
し
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
ほ

　
か
、
「ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

　
ラ
ー
派
遣
制
度
」
及
び
「ス

　
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

　
ー
活
用
事
業
」
の
制
度
を

　
活
用
し
、
専
門
的
な
見
地

　
か
ら
指
導
も
受
け
な
が
ら

　
対
応
し
て
い
ま
す
。

②
「親
の
会
」
を
開
く
こ
と
は
、

　
こ
ど
も
の
状
況
・
保
護
者
の

　
思
い
も
多
様
な
こ
と
か
ら
慎

　
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

　
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
義
務
教
育
学
校
推
進
計
画

　
「Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
及
び

　
「創
る
人
プ
ラ
ン
」
に
よ

　
り
、
引
き
続
き
こ
ど
も
達

　
が
通
い
た
く
な
る
学
校
づ

　
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま

　
す
。

　
義
務
教
育
学
校
の
開
設
に

当
た
り
校
則
は
、
保
護
者
・

児
童
生
徒
・
教
員
の
３
者
で

決
定
し
て
い
く
よ
う
進
め
て

い
ま
す
。

令和７年 8月 5日
議会だより
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わが町の不登校問題についてわが町の不登校問題について

加齢性難聴者に対する町独自の補助制度について加齢性難聴者に対する町独自の補助制度について 佐藤議員

佐藤議員

一一  

般般  

質質  

問問



〇
安
藤
議
員

　
高
騰
す
る
資
材
価
格
や
農
産

物
の
小
売
価
格
の
振
れ
幅
が
、

農
業
経
営
に
与
え
て
い
る
影
響

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
現
状
認

識
や
販
売
価
格
へ
の
適
切
な
転

嫁
な
ど
の
現
状
分
析
を
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
農
業
生
産
者
の

経
営
安
定
の
た
め
の
町
の
支
援

策
は
、
価
格
転
嫁
が
進
ま
な
い

現
状
に
対
し
、
十
分
な
効
果
を

発
揮
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の

か
。

●
小
松
田
町
長

　
ふ
ら
の
農
業
協
同
組
合
の
通
常

総
代
会
資
料
等
で
確
認
し
て
い
ま

す
が
、
販
売
価
格
へ
転
嫁
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
の
分
析
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
農
家
か
ら
の

資
材
等
の
高
騰
の
声
が
聞
こ
え
て

い
る
の
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

分
析
に
は
至
って
い
ま
せ
ん
。
当

町
の
農
業
者
向
け
の
事
業
等
は
、

価
格
転
嫁
と
は
別
の
意
味
で
の
農

業
所
得
向
上
に
つ
い
て
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
再
質
問

　
優
秀
な
農
家
の
皆
さ
ん
が
よ

り
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
取
組
と
し
て
中
富
良

野
町
の
生
産
物
が
価
格
転
嫁
を

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
や
取
組

が
必
要
で
は
な
い
か
。

●
答
弁

　
町
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
非
現
実
的
で
あ
る
た
め
、
各

関
係
団
体
で
調
整
を
行
って
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

〇
再
質
問

　
中
富
良
野
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
す
る
と
い
っ
た
企
画
に
よ
っ
て

付
加
価
値
を
上
げ
る
よ
う
な
考

え
は
あ
る
か
。

●
答
弁

　
ナ
カ
フ
ま
ち
づ
く
り
株
式
会

社
を
利
用
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

な
ど
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

〇
安
藤
議
員

　
高
齢
者
が
富
良
野
市
内
の

病
院
へ
通
院
す
る
際
の
困
難
さ

に
つ
い
て
町
は
ど
の
よ
う
な
現

状
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。
公

共
交
通
機
関
の
利
用
状
況
、

高
齢
者
の
運
転
免
許
保
有
率
、

通
院
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状

況
な
ど
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
分

析
が
あ
る
か
。
町
が
実
施
し
て

い
る
高
齢
者
向
け
の
通
院
支
援

策
に
つ
い
て
、
そ
の
利
用
状
況

と
課
題
に
つ
い
て
通
院
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
全
体
を
カ
バ
ー

で
き
て
い
る
か
。

●
小
松
田
町
長

　
町
外
の
専
門
科
医
へ
通
院
の

必
要
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
分
析
に
つ
い
て
は
、

現
状
把
握
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

各
種
支
援
策
に
つ
い
て
も
利
用

が
限
定
的
で
あ
り
、
高
齢
者
全

体
を
町
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
べ
て

を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
難
し
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
再
質
問

　
週
１
回
な
ど
の
定
期
便
を

走
ら
せ
る
こ
と
な
ど
は
で
き
な

い
か
。

●
答
弁

　
公
共
交
通
機
関
が
あ
る
中

で
の
定
期
便
運
行
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

〇
再
質
問

　
公
共
交
通
機
関
か
ら
病
院

ま
で
の
移
動
に
不
便
さ
が
あ

り
、
足
の
悪
い
方
な
ど
は
階
段

な
ど
を
考
え
る
と
利
用
し
づ
ら

い
と
思
う
。
地
域
ご
と
の
取
り

ま
と
め
を
行
う
等
、
町
と
し
て

工
夫
し
て
や
れ
る
こ
と
は
な
い

か
。

●
答
弁

　 

課
題
を
し
っか
り
と
捉
え
て

一
つ
ひ
と
つ
問
題
を
解
決
し
な

が
ら
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
公

共
交
通
機
関
の
構
築
な
ど
を

地
域
公
共
交
通
会
議
等
で
意

見
交
換
を
行
い
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
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農業収入に関することについて農業収入に関することについて

町外通院に関する件について町外通院に関する件について 安藤議員

一一  

般般  

質質  

問問

安藤議員



〇
岡
本
議
員

　
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

計
画
で
は
、
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
倒
壊
を
防
止
す
る
た

め
、
市
街
地
内
の
実
態
調
査
、

倒
壊
危
機
箇
所
の
把
握
な
ど
、

町
は
実
際
に
行
って
い
る
の
か
。 

　
ま
た
、
冬
期
で
の
地
震
の
際
、

雪
の
重
み
な
ど
に
よ
る
倒
壊
の
危

険
が
あ
る
建
物
な
ど
の
把
握
や

備
え
は
で
き
て
い
る
の
か
。

●
小
松
田
町
長

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
つ
い
て
は
点

検
基
準
を
も
と
に
確
認
し
、
不

具
合
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
把

握
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
点
検
方

法
や
災
害
発
生
時
の
対
応
に
つ
い

て
も
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

で
周
知
を
行
って
い
ま
す
。  

　
冬
期
で
の
地
震
の
際
、
倒
壊
の

危
険
が
あ
る
建
物
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
巡
回
、点
検
を
実
施
し
て
、

危
険
箇
所
を
把
握
し
、
所
有
者

に
注
意
表
示
及
び
雪
下
ろ
し
に
つ

い
て
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
防
災

無
線
や
広
報
等
を
活
用
し
た
注

意
喚
起
を
行
って
い
ま
す
。

〇
再
質
問

　
推
進
計
画
の
基
準
の
見
直
し

な
ど
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁

　
防
災
計
画
等
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
改
定
等
も
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

　
次
期
の
改
定
時
に
は
、
十
分

検
討
し
な
が
ら
進
め
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
再
質
問

　
町
外
在
住
者
が
所
有
す
る
危

険
建
物
の
情
報
を
、
よ
り
積
極

的
に
共
有
し
て
ほ
し
い
。

●
答
弁

　
町
民
の
安
全
を
第
一
に
建
物
の

所
有
者
へ
適
切
な
情
報
提
供
を

行
い
安
全
対
策
に
し
っか
り
と
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

〇
村
山
議
員

　
本
町
の
観
光
客
は
１
１
７
万
人

前
後
で
、
特
に
冬
場
の
観
光
客
は

極
端
に
少
な
い
。
通
年
観
光
を

目
指
す
た
め
、
こ
の
街
中
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
街
を
ど
う
活
性
化
さ
せ
て

い
く
か
が
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え

る
。
駅
前
の
観
光
施
設
の
建
設
が

始
ま
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
十

分
と
考
え
る
が
駅
前
構
想
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

●
小
松
田
町
長

　
駅
前
を
単
な
る
交
通
拠
点
で

は
な
く
商
業
・
教
育
・
交
流
の

中
心
地
と
し
て
位
置
付
け
、
ま
ち

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

〇
再
質
問

　
西
中
・
旭
中
小
学
校
の
道
の

駅
、
宿
泊
施
設
な
ど
の
活
用
の

可
能
性
は
ど
う
か
。

●
答
弁

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュを
着

工
し
、
北
星
山
の
再
開
発
や
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
使
った
滞
在
も

進
め
て
い
る
の
で
、
景
観
・自
然
・

食
・
農
業
を
含
め
た
形
で
通
年

観
光
の
取
組
を
進
め
て
い
き
、
学

校
の
利
用
は
な
る
べ
く
民
間
の
方

に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

〇
再
質
問

　
今
、
建
設
す
る
観
光
施
設
を

ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

●
答
弁

　
観
光
拠
点
施
設
の
テ
ナ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
進
め
、
若
い
人
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
と
い
う
方
に
入
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

〇
再
質
問

　
駅
前
の
農
協
の
施
設
群
が
一

番
大
き
い
が
、
我
が
町
に
し
か
で

き
な
い
街
づ
く
り
を
長
期
的
に
考

え
て
ほ
し
い
。

●
答
弁

　
人
の
流
れ
、
物
流
も
変
化
し
て

い
る
の
で
、
今
後
協
議
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
駅
前
開
発
の

方
向
性
を
示
す
よ
う
考
え
て
い
き

ま
す
。
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観光と街中の賑わいを取り戻す振興策について観光と街中の賑わいを取り戻す振興策について

地震に強いまちづくり推進計画について地震に強いまちづくり推進計画について 岡本議員

村山議員 一一  

般般  

質質  

問問



〇
市
山
議
員

　
北
星
山
旧
キ
ャ
ン
プ
場
の
再

建
に
つ
い
て
、
近
年
の
ア
ウ
ト

ド
ア
需
要
の
高
ま
り
や
、
こ
ど

も
達
の
自
然
体
験
の
場
と
し
て

の
価
値
、
さ
ら
に
は
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
を
踏
ま
え
、
オ

ー
ベ
ル
ジ
ュと
連
携
し
た
再
整

備
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

町
民
や
観
光
客
が
気
軽
に
楽

し
め
る
開
か
れ
た
場
所
と
し

て
、
段
階
的
整
備
や
民
間
活

用
も
含
め
、
柔
軟
な
手
法
で
の

再
建
が
必
要
で
は
な
い
か
。

●
小
松
田
町
長

　
平
成
28
年
に
上
水
道
や
浄

化
槽
等
を
設
置
し
、
キ
ャ
ン
プ

場
を
無
料
開
放
し
て
い
ま
し
た

が
、
維
持
管
理
費
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
北
星

山
森
林
公
園
構
想
作
成
業
務

を
委
託
し
た
株
式
会
社
良
品
計

画
と
の
協
働
の
中
で
、
町
民
の

意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
北
星

山
全
体
の
将
来
像
と
あ
わ
せ

て
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
活
用
も
含

め
た
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

令和７年 8月５日第 178 号
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町外と連携した予約型乗合タクシーの拡充と対象拡大について町外と連携した予約型乗合タクシーの拡充と対象拡大について

北星山旧キャンプ場の再建について北星山旧キャンプ場の再建について 市山議員

一一  

般般  

質質  

問問

寺岡議員

〇
寺
岡
議
員

①
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

　
て
、児
童
の
利
用
に
つ
い
て
検

　
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

②
町
外
へ
の
移
動
ニ
ー
ズ
、
こ
ど

　
も
達
の
習
い
事
等
の
利
用
も
視

　
野
に
入
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

　
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
に

　
認
識
し
て
い
る
か
。

③ 

富
良
野
市
や
上
富
良
野
町
と

　
連
携
し
、
予
約
型
乗
合
タ
ク

　
シ
ー
を
広
域
的
に
運
行
す
る
こ

　
と
に
つ
い
て
、
今
後
の
協
議
や

　
検
討
の
予
定
は
あ
る
か
。

④ 

観
光
客
の
利
用
も
含
め
た
仕

　
組
み
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
経

　
済
に
与
え
る
波
及
効
果
に
つ
い

　
て
、
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

●
小
松
田
町
長

①
児
童
に
つ
い
て
は
ス
ク
ー
ル
バ

　
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

　
を
考
え
て
い
ま
す
。
乗
合
タ
ク

　
シ
ー
の
利
用
は
人
員
確
保
等
の

　
課
題
が
あ
る
の
で
、
慎
重
に
検

　
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
③
④
に
つ
い
て
は
現
状
、
Ｊ
Ｒ

　
や
ふ
ら
の
バ
ス
が
運
行
し
て
い

　
る
こ
と
も
あ
り
、
町
外
移
動
に

　
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
つ
い

　
て
は
、
難
し
い
も
の
と
認
識
し

　
て
い
ま
す
。

〇
再
質
問

　
実
際
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
時
間
帯

に
使
え
る
公
共
交
通
は
な
い
。
こ

ど
も
達
が
や
り
た
い
こ
と
を
あ
き

ら
め
な
く
て
は
い
け
な
い
よ
う
な

地
域
に
し
て
は
い
け
な
い
。
交
通

機
関
に
放
課
後
の
時
間
帯
な
ど

利
用
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
て

ほ
し
い
。
今
後
、
部
活
動
の
地
域

移
行
等
も
含
め
て
、
広
域
に
も
働

き
か
け
て
ほ
し
い
。

●
答
弁
　

　
公
共
交
通
機
関
や
習
い
事
等

の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
上
富
良
野
町
と

の
検
討
と
い
う
こ
と
で
、
町
か
ら

も
意
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

議会だより
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　６月１０日、 北海道町村議会議長会定期
総会が札幌市で開催された。 議案審議に続
き、 全道各地から議題が提出され、 上川議
長会からは北海道農業の将来を見据えた持
続可能な農業政策と安定した食料供給体制
の確立を求める 「改正基本法 ・ 基本計画の
推進に関する要望」 が提出され全会一致で
可決された。
　総会終了後には、 北海道大学公共政策大
学院の今井太志教授を講師に迎え 「地方財
政の現状とこれからの地方創生」 をテーマと
した研修会が開催され講演を拝聴した。
　講演ではまず、 地方財政の基本構造とと
もに、 令和５年度決算をもとにした道内市町
村の財政状況が示された。 特に多くの自治
体が地方交付税や臨時財政対策債に依存し

ており、 自主財源確保が課題である点が強
調された。 また、 人口減少や高齢化の進行
により、 福祉 ・ 医療分野を中心とした財政負
担が年々増加している現状も指摘された。
　後半では「地方創生」から更に発展した「地
方創生 2.0」 という新たな視点が示された。
これは、 従来のハード中心のインフラ整備や
交付金頼みの施策からの脱却を目指し、 地
域が主導し多様な連携を構築しながら課題
解決や価値の創造を図るアプローチである。
　今回の研修を通じて、 地方財政の厳しい
現実を改めて認識するとともに、 今後の地域
づくりにおいては住民の参画や多様な視点を
取り入れた 「共創のまちづくり」 が一層重要
であることを強く感じた。

全道議長会定期総会及び議長 ・ 事務局長研修会全道議長会定期総会及び議長 ・ 事務局長研修会
石神唯安 議長石神唯安 議長

議

員

研

修

レ

ポ

ー

ト

議

員

研

修

レ

ポ

ー

ト

　令和 7 年度フラワー都市交流連絡協議
会総会が、 ５月１４日、 １５日に岐阜県大
野町にて開催され、 全国 9 都市の代表が
集い町の魅力や花に関する取組を共有し
た。 大野町は人口約 21,000 人、戦国武将・
竹中半兵衛の生誕地として知られ、 「ばら」
が町のシンボルフラワーである。
　視察では、大野町の 「バラ公園」 や 「野
古墳群」、 国内有数のバラ農園 「河本バ
ラ園」 などの美しい景観や先進的な花の
育種技術、 文化資産との調和など多くの
学びを得た。 また「木曽三川公園センター」
では公園を活用した地域交流、 「株式会社
岐孝園」 では地域連携の園芸ビジネスと
ともに、 樹齢 100 年を超えるサボテンの
見応えある展示も印象的だった。
　「内藤記念くすり博物館」 「岐阜オアシ
スパーク」 「岐阜ワールドローズガーデン」
「美濃の里」 などを巡り、 花と歴史、 観光、

産業が結びついたまちづくりの先進事例を
体感できた。
　さらに、 総合町民センターでいただいた
「大野町太鼓判弁当」 は、 梱包デザイン
から地元食材にこだわった内容まで、 大野
町の魅力を “食” で伝える素晴らしい取組
だった。
　令和８年度の開催地は中富良野町であ
る。 本交流で得た知見をもとに、 「ラベン
ダーの町」 として中富良野ならではの魅力
を発信したい。

フラワー都市交流連絡協議会総会フラワー都市交流連絡協議会総会
市山　翔 議員市山　翔 議員

バラ公園バラ公園



　札幌コンベンションセンターにて町村議会
議員研修会が執り行われ、 町議会議員全員
で参加した。

　２日間にわたる日程の中で、 「地方議会に
おける議員の多彩化に向けて」 という題目の
下、 西南大学法学部教授勢一 ( せいいち )
智子氏から人口減少に伴う若者の政治参画
についての課題など様々な視点からの講演
をいただき、 現在の社会構造を見直すことの
重要性を感じ、 新たな視座で地域を見直し
ていく重要性を学んだ。

　また 「人口減少社会を生き抜くために」 と
題された講演については、 元内閣総務大臣・
現人口戦略会議副議長の増田寛也氏から地
方創生 2.0 基本構想の説明に始まり、 今後

の目指すべき地方の姿の実践例を踏まえな
がら、 主に技術革新と経済的観点の２つで
講演をいただき、 農業と観光のまちとして人
口減少に対する人手不足の解決方法の具体
的 な 例 な ど を 興 味 深 く 学 ば せ て い た だ い
た。

　翌日には、 千歳市内の防災学習交流施
設そなえーるにて防災の重要性を改めて
学んだ。 想定される災害の様々な対応や
全国各地で起きた地震体験等ができる施
設となっており、 多くの学びを得た。
　今後、 中富良野町にとって有意義なも
のとなるよう今回の経験をしっかりと活かし
て行きます。

北海道町村議会議員研修会北海道町村議会議員研修会
安藤啓太 議員安藤啓太 議員

議議  

員員  

研研  

修修  

レレ  

ポポ  

ーー  

トト

令和７年 8月５日
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議会広報発行特別委員から議会広報発行特別委員から

［裏表紙］ラベンダーまつり花火大会より

　これからの中富良野町の議会広報誌を考えたとき、“まずは手に
取り開いていただく”そして“議会の活気を感じる広報誌”にで
きれば、より町民と議会のつなぎ手としての役割と身近にある見
通しの良い明るい議会になりえるのではないかと考えています。
　新しい広報委員を迎え様々なアイデアを広報誌の中に盛り込ん
でまいります、皆さまのご意見も頂戴したいです、取材もお願い
するかと思います。今後の広報誌にご期待ください。

委員長
岡本　伸一

　町民の皆さんと力を合わせ、より良い中富良野町を目指すため
に、議会をもっと身近に感じられる「議会だより」をつくってい
きます。議会の活動やまちづくりの取組を、分かりやすく・親し
みやすく伝えることで、誰もが中富良野に関心を持ち、自分ごと
としてまちの未来を考えるきっかけになるような広報を目指しま
す。議会広報が、町民の皆さんとの懸け橋になるよう努めてまい
ります。

副委員長
市山　 翔

　今期の改選で議会広報発行特別委員会の委員として、活動させ
ていただくことになりました。どのような「議会だより」の紙面
づくりをしたら、町民の皆さま方に更に目を通していただけるの
か、新メンバーで色々な意見交換をしながら紙面の作成を行って
いこうと考えています。
　「あなたと議会を結ぶガイドブック」になるよう努力いたします
ので、是非皆さまのご意見もお寄せください。

村山　友希

　新たに広報委員に選出されました。町民の皆さまにしっかりと
見ていただける紙面とできるよう工夫をしていく所存です。また、
中富良野町の様々な顔が見られるよう、議会と地域の情報を的確
にお手元に届けられるようにしていきます。昨年よりは地域の団
体紹介を行い、広く地域の活動を知っていただけるよう趣向を凝
らしております。中富良野町を議会だよりからもっと知りたくな
る「明日のために」繋がる広報を目指していきます。面白い情報
などがあれば是非ともお知らせください！

安藤　啓太

　新しいメンバーで創る議会だより。新人議員が加わり、編集会
議でも、活発な意見交換がなされ、いろいろなアイデアが出され
ています。制約がある中でいきなり大きく変えることは難しくと
も、少しずつでも色んなことを試していければと思います。毎年
開かれる議会広報の研修でも「全部を伝えなくていい、いかに『伝
わる』かだ」と聞いています。皆さんに「伝わる」読みやすい議
会だよりをお届けできるよう今期もがんばります！

寺岡　祐子


